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先
人
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
郷
土
芸
能
や
地
域
の
伝
統
行
事
、
長

い
歴
史
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
多
く
の
文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る

上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
財
産
で
す
。
し
か
し
、
現
在
、
受
け
継
が
れ
て
い
る

財
産
も
、
住
民
が
意
識
的
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

過
去
の
優
れ
た
財
産
を
継
承
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
存
在
意
義
を
高
め
る
と
と
も
に
、

現
在
の
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

夏
祭
り
の
復
活
、
子
ど
も
会
が
受
け
継
い
で
い
る
行
事
、
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
行

事
な
ど
、
後
継
者
不
足
の
中
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
支
え
や
協
力
で
開
催
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

いいいい
つつつつ
まままま
でででで
もももも
残残残残
しししし
てててて
いいいい
きききき
たたたた
いいいい

まままま
ちちちち
のののの

伝伝伝伝
統統統統
行行行行
事事事事
1111

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
富
士
山
が
あ
る
東
の

方
を
向
い
て
「
せ
ん
げ
、
せ
ん
げ
」

と
唱
え
ま
し
た
。
行
事
が
終
わ
る

と
、
行
事
を
見
守
っ
て
い
た
住
民

に
お
供
え
の
お
さ
が
り
で
あ
る
キ

ュ
ウ
リ
や
ひ
じ
き
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

【
上
村
の
天
王
祭
】

上
村
地
区
で
７
月
８
日
、
天
王

祭
が
あ
り
、
奉
納
花
火
や
上
村
自

治
会
子
ど
も
会
に
よ
る
子
ど
も
み

こ
し
、
出
店
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た
子
ど
も

た
ち
約
20
人
は
上
村
集
落
セ
ン
タ

ー
を
出
発
。
住
民
が
沿
道
で
見
守

る
中
、
み
こ
し
を
担
ぎ
、
笛
の
音

に
合
わ
せ
て
「
わ
っ
し
ょ
い
　
わ

っ
し
ょ
い
」
と
地
区
内
を
元
気
よ

く
回
り
ま
し
た
。

夜
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
奉
納
花
火
が

約
１
５
０
発
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
は
ス
タ
ー
マ
イ
ン
も

あ
り
、
多
く
の
見
物
客
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

【
算
所
の
祇
園
祭
】

算
所
地
区
で
７
月
８
日
、
祇
園

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
青
年
（
長
男
）

が
「
共
進
社
」
に
加
入
す
る
と
い

う
し
き
た
り
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
若
者
た
ち
が
祭
り
の
運
営
を
行

い
ま
す
。

さ
れ
て
い
る

前
野
の
浅
間

行
事
が
６
月

25
日
、
前
野

集
落
セ
ン
タ

ー
横
で
行
わ

れ
、
地
区
の

安
全
と
豊
作

を

祈

り

ま
し
た
。

こ

の

日
は
、
「
富
士
講
」
と
染
め

た
法
被
に
鉢
巻
き
姿
の
人

た
ち
が
、
ホ
ラ
ガ
イ
を
吹

き
な
が
ら
「
富
士
参
り
道

中
宿
歌
」
を
歌
い
、
前
野

集
落
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
神

木
の
ク
ス
ノ
キ
の
あ
る
場

所
ま
で
行
列
。
ご
神
木
に

お
神
酒
な
ど
を
供
え
、
そ

の
周
り
で
道
中
宿
歌
に
あ

わ
せ
て
浅
間
お
ど
り
を
踊

子どもみこしが元気に地区内を回ります。

道中宿歌にあわせ、ご神木のクスノキの周りを踊る人たち。

祭
り
当
日
、
若
者
た
ち
は
朝
か

ら
正
法
寺
に
集
ま
り
、
山
車
を
組

み
立
て
て
飾
り
付
け
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、
共
進
社
の
社
長
が
津
島

神
社
の
お
札
を
納
め
た
後
、
お
神

酒
・
供
物
を
供
え
て
祭
礼
を
し
た

後
、
小
雨
の
中
地
区
内
を
山
車
が

回
り
ま
し
た
。

【
前
野
の
浅
間
行
事
】

町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

小雨の中、若者たちが山車を引く。
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いつきのみや体験館では、斎宮・斎王のことがよく

わかる図書を販売しています。郷土歴史に興味のある

人、夏休みの自由研究などにご利用ください。

■「斎王の道」斎王と一緒に旅をしましょう。村井康

彦監修・向陽書房（2,100円）

■「歌碑ガイド」歴史の道の歌碑の解説です。（財）国
史跡斎宮跡保存協会（300円）

■「都わすれの詩」ロマンあふれるイラストを添えて、

５人の斎宮のロマンを紹介します。谷口布有緒文・

里中満智子画（500円）

■「伊勢斎宮と斎王」斎宮を知るための入門書として

最適です。榎村寛之著・塙書房（2,300円）

■「王朝人の四季」平安時代の年中行事がわかります。

斎宮歴史博物館図録（1,300円）

■「延喜斎宮式」平安時代の専門家になれます。斎宮

歴史博物館図録（1,000円）

※詳しくは、

いつきのみや

歴 史 体 験 館

（TEL52-3890）
へ。

王朝の世界へ ー平安人になろう ー

【
坂
本
地
区
天
王
祭
】

坂
本
地
区
で
７
月
14
日
、
天
王

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統

行
事
を
受
け
継
い
で
い
る
の
は
、

地
元
の
12
歳
か
ら
23
歳
ま
で
の
長

男
で
組
織
さ
れ
て
い
る
坂
本
神
楽

組
の
青
年
た
ち
で
す
。

夕
方
、
坂
本
神
社
に
は
各
家
か

ら
灯
を
と
も
し
た
大
き
な
ち
ょ
う

ち
ん
を
持
っ
た
人
々
が
大
勢
集
ま

り
獅
子
舞
の
始
ま
る
の
を
待
ち
ま

す
。薄

暗
く
な
っ
た
境
内
で
は
、
神

楽
組
の
若
い
衆
が
演
奏
す
る
横
笛

や
太
鼓
の
お
は
や
し
に
合
わ
せ
、

獅
子
舞
が
「
奉
納
舞
」
を
行
い
悪

魔
払
い
を
し
ま
し
た
。

【
蓑
村
虫
送
り
】

蓑
村
地
区
で
７
月
13
日
、
虫
送

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
稲
の
害
虫
駆
除

の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た

起
源
は
不
明
と
い
う
こ
と
で
す
。

公
民
館
に
集
ま
っ
た
住
民
は
、

各
家
の
麦
わ
ら
で
作
ら
れ
た
た
い

ま
つ
に
火
を
付
け
た
後
、
ホ
ラ
ガ

イ
と
鐘
鼓
を
先
頭
に
、
た
い
ま
つ

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
稲
田
の

上
に
火
を
か
ざ
し
な
が
ら
、
行
列

を
つ
く
り
鳥
墓
神
社
ま
で
歩
き
ま

し
た
。

神
社
に
着
く
頃
に
は
、
す
っ
か

り
日
も
暮
れ
て
、
た
い
ま
つ
の
火

が
幻
想
的
で
し
た
。

●特集　いつまでも残していきたい　まちの伝統行事

獅子を舞う神楽組の若い衆。

火の付いたたいまつを稲にかざしながら歩く人たち。

【
有
爾
中
の
羯
鼓

か

ん

こ

踊
り
】

有
爾
中
の
有
爾
桜
神
社
で
７
月

16
日
、
羯
鼓
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。疫

病
を
払
い
、
地
区
の
安
全
を

祈
願
す
る
行
事
と
し
て
、
約
２
４

０
年
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
踊
り

は
、
頭
に
赤
熊
（
し
ゃ
ぐ
ま
）
を

か
ぶ
り
、
棒
じ
ま
の
浴
衣
に
腰
み

の
、
腹
に
白
木
綿
の
サ
ラ
シ
を
巻

き
、
わ
ら
じ
に
手
甲
と
い
う
い
で

た
ち
で
、
羯
鼓
を
抱
え
て
踊
り
ま

す
。夏

の
蒸
し
暑
い
中
、
大
人
の
中

に
混
じ
っ
て
、
羯
鼓
を
抱
え
た
子

ど
も
た
ち
や
、
青
い
法
被
を
着
た

幼
児
ら
が
踊
る
綾
踊
り
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
神

社
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
目
を

細
め
て
い
ま
し
た
。

頭に赤熊をかぶり踊る。
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海水浴シーズンの到来を告げる「大淀海岸

浜開き」が大淀ふれあいキャンプ場で行われ、

親子連れなど約500人が参加しました。

式典には町観光協会、商工会、伊勢湾漁協

大淀支所の関係者や斎王役を務めた稲葉友佳

子さんらが出席し、期間中の海の安全を祈願

しテープカット。

式典終了後は、明和太鼓の演奏、ウクレレ

の生演奏でフラダンス、宝探し、もちまきな

どが催され、多くの参加者らは浜開きを楽し

みました。

大淀キャンプ場で浜開き

総合体育館で、明和町老人クラブ連合会主

催のミニ運動会が開かれ、町内５地区の老人

クラブから約560人が参加しました。

この運動会は、健康づくりや会員相互の親

ぼくを図ることを目的に、毎年この時期に開

かれているもので、リレーや大玉転がしなど

地区対抗で競う種目と風船割りなど親ぼくを

深める種目が行われました。

最近クラブに入会した人は「老人とはいえ

ここではまだまだ若手」と選手の集合や競技

の運営に会場を走りまわっていました。

老人クラブのミニ運動会

いつきの
み

や歴史体
験館

で、斎宮
チャ

レンジ教
室第

２弾の「
古代

弁当に親
子で

ち ゃ れ ん

じ！」が
開催

され、1
0組の小

学生の親
子ら24人

が参加し
ました。

今年も

相可高校
食物調理

科の村林
新吾先生

と調理ク
ラブの生

徒の皆

さんの指
導で、平

安時代の
斎王の食

事にちな
んだ弁当

を作り

ました。
この弁当

の中身は
同科の生

徒が、文
献などか

ら当時

の食材や
習慣を調

べ、現在
手に入る

素材を使
って現代

風に献

立したも
の。参加

者らは、
黒米のお

にぎりや
ひじきの

煮物な

ど20種類
の料理を

竹の皮の
器にきれ

いに盛り
付けてい

きまし

た。完成
した弁当

は現代に
通じる健

康的なも
の。ある

お母さ

んは普段
の料理に

活かそう
と味付け

などを先
生に熱心

に質問

していま
した。

親子で古
代弁当づ

くり
6
11

6
20

7
1
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斎宮・上
御糸・下

御糸の各
小学校の

児童ら

が祓川の
水生生物

調査を行
いました

。この調

査は、採
取される

生物の種
類から河

川の水質

を測るも
ので、明

和土地改
良区や祓

川環境美

化推進協
議会など

の地域の
人たちも

、調査前

に清掃活
動を行っ

て支援し
ています

。今年は

下御糸小
と上御糸

小が６月
30日に

、斎宮小

が７月７
日に調査

を開催。
下御糸小

では３･

５年生の
55人が

前野橋付
近を調査

、採取し

た生物を
容器に分

類して、
きれいな

川に住む

生物かど
うか熱心

に調べて
いました

。

祓川の水
生生物調

査

大淀小学校の全校児童183人と教職員が、

海岸の清掃作業を行いました。

同小学校は10年ほど前から、ウミガメが

上陸するきれいな浜づくりを目標にした「ク

リーン集会」を開き、海水浴シーズンの前後

に海岸の清掃活動を行っています。今年は、

この活動が認められ、全国海岸協会から功労

者賞が贈られました。

この日は、約800ｍの砂浜を20班に分かれ

て清掃、約１時間の作業で可燃ゴミ35袋、

不燃ゴミ５袋のゴミを集めました。

大淀小の海岸清掃活動

山大淀老人クラブの女性部（南山益美会長）

が山大淀公民館で七夕まつりを開催し、30

人が参加しました。同クラブは会員の親ぼく

を目的に、毎月１回集まっていますが、今月

は季節に合わせて七夕まつりを開催。昼食後、

用意したささに短冊を付け、同クラブ女性部

の大正琴グループ「さざなみ会」の演奏で

「七夕さま」を合唱し、童心に戻って時間を

過ごしました。短冊には、家内安全や健康の

ことにまじって「いい出会いがありますよう

に」というものありました。

老人クラブの七夕まつり

町消防団女性部員８人が、明和消防署で夏

季集中訓練を行いました。

この訓練は、町内の各分団29部を対象に、

団員の防火への心構えを新たにするために装

備の点検も兼ねて６月から７月の夜間に実施

された訓練の一つです。

この日は、町長が日ごろの活動に対する感

謝と激励の言葉を述べた後、全員が同署員た

ちの指導で、基本となる礼式訓練などを行い、

また同月18日に行われた２町消防団幹部合

同訓練に向けて放水訓練も行いました。

消防団の夏季集中訓練

7
6

6
16

6
166

30
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町政モニター会議開催

役場委員会室で６月29日、町政モニ

ター会議が開催されました。第１回目

の会議では、10人のモニターさんに委

嘱状交付後、自己紹介などを行い、こ

れからの会議の方向性を決めました。

今後は、皆さんから提案された課題、

行政改革を主にして、財政・教育と福

祉・環境問題について話し合っていく

予定です。

歴史体験館でホタルの放虫会

いつきのみや歴史体験館で７月８日、

ホタル観察と放虫会が開催され、380人

の参加者でにぎわいました。この催しは、

斎宮校区（中瀬正実会長）と下御糸校区

（三宅　括会長）の育成会が共催で行っ

たもので、小雨の中、傘を差しての流し

そうめんでしたが、後には雨も上がり、

暗闇の中に放たれたホタルを見て、子ど

もたちは歓声を上げて喜んでいました。

町
で
は
、
保
健
の
向
上
お
よ
び

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
町
内

在
住
の
乳
幼
児
、
心
身
障
害
者
、

一
人
親
家
庭
な
ど
を
対
象
に
医
療

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
乳
幼
児
医
療
費
助
成
》

■
対
象
者

４
歳
誕
生
日
の
月
末

ま
で
の
児
童
（
た
だ
し
１
日
生

ま
れ
の
人
は
前
月
末
ま
で
）

※
平
成
18
年
９
月
１
日
以
降
の
診

療
分
か
ら
、
入
院
医
療
費
に
つ
い

て
の
み
４
歳
か
ら
６
歳
（
小
学
校

就
学
前
）
ま
で
助
成
範
囲
が
拡
大

さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象
者
が
入
院

さ
れ
る
場
合
は
、
医
療
費
領
収
書

を
持
っ
て
、
福
祉
課
で
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
給
資

格
証
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
）

《
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
》

■
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
１

級
か
ら
４
級
ま
で
の
人
、
お
よ

び
療
育
手
帳
B
１
以
上
ま
た
は

I
Q
50
以
下
の
人

《
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
》

■
対
象
者

18
歳
年
度
末
ま
で
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家

庭
お
よ
び
父
子
家
庭
の
親
、
お

福祉医療費助成制度（乳幼児・身障者・一人親家庭）

乳幼児医療の助成範囲が
９月から改正されます

よ
び
児
童
▽
父
母
の
い
な
い
18

歳
年
度
末
ま
で
の
児
童
、
お
よ

び
、
養
育
者

※
同
制
度
で
は
前
年
の
所
得
が
左

表
の
額
を
超
え
る
場
合
は
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

扶養親族などの 
人数（税法上） 

心身障害者医療費 

192万円 

230万円 

268万円 

306万円 

344万円 

382万円 

●老人扶養者１人に 
つき６万円加算 
（９月１日から） 

●所得制限限度額 

360.4万円 

398.4万円 

436.4万円 

474.4万円 

512.4万円 

550.4万円 

本人所得額 

628.7万円 

653.6万円 

674.9万円 

696.2万円 

717.5万円 

738.8万円 

配偶者および扶養義務者所得額 

乳幼児医療費 

保護者所得額 

532万円 

570万円 

608万円 

646万円 

684万円 

722万円 

一人親家庭など医療費 

本人所得額 扶養義務者所得額 

236万円 

274万円 

312万円 

350万円 

388万円 

426万円 

●老人扶養者１人に 
つき10万円加算 
●特定扶養者１人に 
つき25万円加算 

●老人扶養者１人につき６万円加算 
 

●老人扶養者１人に 
つき10万円加算 
●特定扶養者１人に 
つき25万円加算 

●老人扶養者１人につき 
６万円加算 
 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
健
康
保
険
証

②
預
金
通
帳

③
認
印

④
所
得
証
明
書
（
平
成
18
年
１
月

２
日
以
降
に
明
和
町
に
転
入
さ

れ
た
人
の
み
、
前
住
所
地
で
所

得
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。
最
初
の
申
請
時
の
み
必
要

で
す
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係

（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年８月号年８月号 広報めいわ　2006年８月号  

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

楽
し
い
手
作
り
教
室

ひ
と
・
ま
ち
・

ふ
れ
あ
い
企
画

【
夏
の
疲
れ
を
い
や
す
料
理
】

そ
ろ
そ
ろ
夏
の
疲
れ
が
出
て
く

る
頃
で
す
。
お
い
し
い
だ
し
を
と

り
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
、
こ
だ
わ
り

家
庭
料
理
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

９
月
９
日

（土）

午
前

９
時
30
分
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
村
林
新
吾
さ
ん
と
学
生

（
三
重
県
立
相
可
高
校
食
物
調

理
科
）

■
受
講
資
格

明
和
町
在
住
の
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
定
員

15
人
（
先
着
順
）

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き

ん
・
三
角
き
ん

■
申
込
方
法

８
月
28
日

（月）
〜

９
月
１
日

（金）

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
。

第
１
回
京
都
人
権

歴
史
紀
行
の
参
加

者
を
募
集

南　修治さんのプロフィール

（シンガーソングライター・カウンセラー・保育士）

岐阜県の山村で自然に囲まれて生活する。

毎日の暮らしの中の出来事やコンサートを通しての感動

的な出会いを歌に託し、直接心に届ける活動を全国各地で

続けている。

10代の非行体験など、荒れた青春時代を送ったものの、

その時代を宝にし、生かしていく活動として教育相談・子

育て相談・カウンセリングなどを手がけている。

基本姿勢は「愛と信頼と希望を」である。それらは心の

支援にはなくてはならないとして、コンサートや講演など

を通してメッセージを届け続けている。

人
形
劇
団
「
夢
知
遊
座
」
を

迎
え
、
中
央
公
民
館
で
６
月
24

日
、
大
人
向
け
人
形
芝
居
が
公

演
さ
れ
、
１
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
催
し
物
は
、
ま
な
び
す

て
〜
し
ょ
ん
が
企
画
し
、
町
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
、
大
人

が
楽
し
む
人
形
芝
居
。
人
形
遣

い
師
の
鈴
木
宣
隆
さ
ん
が
巧
み

に
人
形
た
ち
を
操
り
、
モ
リ
エ

ー
ル
の
「
守
銭
奴
」
を
江
戸
末

期
の
日
本
に
置
き
換
え
ア
レ
ン

ジ
し
た
も
の
。

名
古
屋
弁
を
交
え
人
形
た
ち

が
織
り
な
す
芝
居
は
、
な
ぜ
か

現
在
の
社
会
を
象
徴
す
る
内
容

で
、
参
加
者
は
楽
し
そ
う
に
、

苦
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

人人人人
形形形形
芝芝芝芝
居居居居
にににに

参参参参
加加加加
者者者者
がががが
くくくく
ぎぎぎぎ
付付付付
けけけけ

まなびすて～しょん企画２

南　修治　トークアンドコンサート南　修治　トークアンドコンサート

■とき　８月19日（土） 午前10時～正午

■ところ　中央公民館大集会場

■対象　中学生以上

■入場料　200円（中学生は無料）

■そのほか　チケットは教育委員会学校

教育課・ふるさと会館・中央公民館で

販売（当日券でも入場可）

※詳しくは、学校教育課（TEL52-7123）へ。

ースタンプラリー対象公演会ー

「「愛ひとつあれば愛ひとつあれば」」

京
都
の
人
権
ゆ
か
り
の
名
所
旧

跡
を
案
内
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
京
都
人
権
歴
史
紀
行
」
か
ら
今

年
は
洛
北
を
訪
ね
ま
す
。
名
跡
の

裏
に
隠
れ
た
も
う
一
つ
の
歴
史
が

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

■
と
き

８
月
29
日

（火）

集

合
＝
午
前
７
時
30
分
　
帰
着
＝

午
後
８
時

■
行
き
先
　
金
閣
寺
、
竜
安
寺
、

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ほ
か

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
町
民

■
費
用

１
３
０
０
円（
昼
食
は
立

命
館
大
学
学
生
食
堂
で
自
費
）

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

８
月
14
日

（月）
〜

18
日

（金）

午
前
９
〜
午
後
５

時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
電

話
申
し
込
み
可
）

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
。
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甲
種
防
火
管
理
者
の

資
格
習
得
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集

■
と
き

９
月
14
日

（木）
・
15
日

（金）
の
２
日
間

■
と
こ
ろ

学
校
法
人
三
重
中
京

大
学
７
号
館
（
松
阪
市
久
保
町

１
８
４
６
番
地
）

■
受
験
資
格

防
火
対
象
物
に
お

い
て
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
管
理
、
監
督
的
な
立
場

の
人

■
受
付
期
間

８
月
７
日

（月）
〜

25
日

（金）
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
を
除

く
）

■
受
講
料

資
料
代
４
０
０
０
円

危
険
物
取
扱
者
試

験
と
予
備
講
習
会

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
第

四
類
・
丙
種
）】

■
と
き

11
月
12
日

（日）

■
と
こ
ろ

学
校
法
人
三
重
中
京

大
学
（
松
阪
市
久
保
町
１
８
４

６
番
地
）

■
受
験
願
書
の
交
付

松
阪
地
区

広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
（
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１

番
地
１
）
・
明
和
消
防
署
・
広

域
消
防
各
署
で
交
付

■
受
け
付
け

９
月
１
日

（金）
〜

13
日

（水）
に

（財）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
（
〒
５

１
４
―
０
０
０
３
　
津
市
桜
橋

３
丁
目
４
４
６
番
地
34
）
へ

（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
同
支
部
（

TEL
０

５
９
―
２
２
６
―
８
９
３
３
）
へ
。

【
乙
種
第
四
類
予
備
講
習
会
】

■
と
き

10
月
21
日

（土）

午
前

９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室
（
松
阪
市

嬉
野
町
１
４
２
９
番
地
１
）

斎
宮
駅
西
側
の
路
上
に
置
か
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
、

電
車
を
利
用
す
る
通
勤
・
通
学
の
人
が
「
朝
置
い
て
夕
方
乗
っ
て

行
く
」
と
い
う
「
昼
間
中
置
き
っ
ぱ
な
し
」
の
タ
イ
プ
が
多
く
、

「
通
行
の
妨
げ
」
・
「
火
事
や
急
病
な
ど
緊
急
時
の
救
急
・
救
助

活
動
の
妨
げ
」
に
な
る
な
ど
、
非
常
に
危
険
で
迷
惑
な
も
の
で
す
。

○
あ
な
た
の
放
置
（
路
上
駐
輪
）
が
、
ほ
か
の
放
置
を
呼
ぶ

最
初
の
人
は
「
自
分
の
一
台
だ
け
な
ら
い
い
か
な
」
と
軽
く
考

え
て
路
上
駐
輪
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
台
目
の
人
も
「
既

に
自
転
車
が
置
い
て
あ
る
か
ら
い
い
か
な
」
と
続
く
こ
と
で
、
雪

だ
る
ま
式
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
な
た
の
一
台
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
放
置
自
転
車
を
呼
び
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

○
一
人
ひ
と
り
が
「
自
転
車
を
放
置
し
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

放
置
自
転
車
問
題
は
、
「
駐
輪
場
の
設
置
」
や
「
自
転
車
の
撤

去
」
と
い
う
方
法
だ
け
で
は
解
決

の
難
し
い
「
社
会
問
題
」
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

「
意
識
的
に
自
転
車
の
路
上
駐
輪

（
放
置
）
を
控
え
る
」
こ
と
で
し

か
、
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

★
駐
輪
場
が
「
有
料
」
で
も
、

「
少
し
不
便
な
所
」
に
あ
っ
て
も
、

使
う
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

あ
な
た
の
路
上
駐
輪
は

迷
惑
を
か
け
て
い
る

（
松
阪
地
区
防
火
協
会
員
事
業

者
は
、
３
０
０
０
円
）

■
定
員

２
０
０
人

■
申
し
込
み

受
講
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
（
申

請
書
提
出
前
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
）
・
資
料
代
と
共

に
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
予
防
課
（
松
阪
市
川
井

町
１
０
０
１
番
地
１
）
へ

■
申
請
書
設
置
場
所

同
予
防

課
・
管
内
署
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.m
ie-m

atsu

sak
a1
1
9
.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
そ
の
ほ
か

全
科
目
を
受
講
し

た
人
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
※
詳
し
く
は
、
同
予
防
課
（

TEL

感電災害は夏季に集中して発生します。

夏は汗をかきやすく、皮膚の露出部分が

多くなり、また疲労から注意力が散漫にな

りがちです。このようなことから、通商産

業省の主唱の下に全国一斉に、毎年８月を

「電気使用安全月間」とし、感電事故の予

防を呼びかけています。感電事故を防止す

るには、

●不良電気設備をなくす

●電気を正しく利用する

●漏電遮断機を取り付け

る

※詳しくは、（財）中部
電気保安協会松阪事業所

（TEL0598-50-0850）へ。

８月は電気使用安全月間です

０
５
９
８-

25-

１
４
１
２
）
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年８月号年８月号 広報めいわ　2006年８月号  

松阪地区広域消防組合では、来

年４月１日採用の同組合職員の募

集を、次のとおり行います。

■受験資格 昭和53年４月２日か

ら平成元年４月１日に生まれた

人で、学校教育法に定める大学

院（修士課程）、大学、短期大学、

高等専門学校、専修学校専門課

程および高等学校を、平成19年

３月の間に卒業（修了）見込み

の人（文部科学省の実施する高

等学校卒業程度認定試験（旧称

大学入学資格検定試験）の合格

者を含む）

※ただし、次の項目に該当する人

は受験することができません。①

日本国籍を有しない人②地方公務

員法第16条（欠格条項）に該当し

ない人③管内に通勤不可能な人

■募集職種 消防職

■人数 10人程度

■応募方法 消防本部総務課また

は管内消防署・分署で交付する

職員採用申込書に必要事項を記

入し、写真２枚を張り付けて、

消防本部総務課へ持参または郵

送（配達記録郵便に限る）

※要項および申込書は、同組合ホ

ームページ（http://www.miemats

usaka119.jp/）からもダウンロード

できます。

■受付期間 ８月７日（月）～23
日（水）の午前８時30分～午後
５時（土曜・日曜を除く。郵送

の場合は締切当日必着）

■試験日程など 第１次試験＝９

月17日（日） 午前８時15分～

（会場＝三重中京大学）u第２次

試験＝第１次試験合格者に通知。

成績証明書・卒業（修了）証明

書または卒業（修了）見込み書

を提出

■試験科目 第１次試験＝教養試

験・消防適正試験u第２次試

験＝面接・作文・消防業務に必

要な身体、体力の測定

■採用の決定 第２次試験終了後、

決定

※詳しくは、消防本部総務課

（TEL0598-25-1411）へ。

松阪地区広域消防組合の職員を募集

■
受
け
付
け

９
月
１
日

（金）
〜

10
月
21
日

（土）
（
土
曜
・
日
曜

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）
に
同
組
合
消
防
本

部
予
防
課
へ

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
消
防
本
部

予
防
課
（

TEL
０
５
９
８-

25-

１
４

１
２
）
ま
た
は
、
明
和
消
防
署

（
TEL
52-

５
６
０
０
）
へ
。

明
星
小
の
児
童
が

交
通
安
全
子
供
自
転
車

三
重
県
大
会
に
出
場

７
月
１
日
、
津
市
安
濃
中
央
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
40
回

交
通
安
全
子
供
自
転
車
三
重
県
大

会
」
に
松
阪
警
察
署
管
内
の
小
学

校
代
表
と
し
て
明
星
小
学
校
の
６

年
生
５
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
の
交
通

安
全
教
育
の
効
果
を
一
層
高
め
る

た
め
、
競
技
を
通
じ
て
交
通
知
識

を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
事
故
防

止
を
図
ろ
う
と
県
交
通
安
全
協
会

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
県
内
各
所
か
ら
18
小

学
校
が
出
場
し
、
学
科
テ
ス
ト
の

後
、
会
場
の
コ
ー
ス
上
で
安
全
・

技
能
走
行
テ
ス
ト
に
よ
り
交
通
安

全
知
識
の
理
解
度
を
競
い
ま
し

た
。

中
尾
　
妃
さ
ん
・
竹
林
萌
絵
さ
ん
・
上

田
真
里
奈
さ
ん
・
下
村
菜
月
さ
ん
・
三

田
晴
菜
さ
ん
（
順
不
同
）

■
講
習
機
関

松
阪
地
区
防
火
協

会
・
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

■
定
員

90
人

■
費
用

３
６
０
０
円
（
資
料
代

な
ど
）

■
受
講
申
込
書
の
交
付

松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
・
明
和
消
防
署
・
広
域
消

防
各
署
で
交
付

明和町と多気町の２町消防団幹部合同訓練が６月18

日、明和町で開催されました。多気町からは多気方面

団と勢和方面団が参加、明和町と合わせて班長以上の

幹部と女性団員の総勢148人が訓練に参加しました。

この日は前日からの雨により、町中央公民館大集会

場で訓練開始式、中隊横隊点検を実施、消防本部防災

訓練センター防災指導員の高橋幸弘さんを講師に迎え

地震対策についての防災講話を受けました。

訓練参加者は、防災に対する意識を新たに、各団旗

に対する敬礼で訓練を締めくくりました。

明
和
・
多
気
２
町

消
防
団
幹
部
合
同
訓
練
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ご
存
じ
で
す
か

老
人
保
健
制
度

10
月
か
ら
の
改
正
は
９
月
号
に
掲
載
予
定

75
歳
に
な
る
と
、
健
康
保
険
の

資
格
は
そ
の
ま
ま
で
、
老
人
保
健

制
度
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
１
割
ま
た
は
２
割
（
平

成
18
年
10
月
か
ら
は
３
割
に
な
り

ま
す
。
）
の
自
己
負
担
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
資
格
取

得
は
75
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
そ

の
月
）
か
ら
に
な
り
ま
す
（
た
だ

し
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
は
70
歳
か
ら
老
人
保

健
制
度
の
受
給
者
に
な
っ
て
い
ま

す
）
。
ま
た
70
歳
か
ら
75
歳
ま
で

は
加
入
保
険
者
（
国
保
、
社
会
保

険
、
共
済
組
合
な
ど
）
か
ら
高
齢

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
、
老
人
保

健
と
同
じ
割
合
で
病
院
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
平

成
18
年
10
月
か
ら
は
、
２
割
負
担

が
３
割
負
担
に
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
は
、
１
割
負
担
が
２
割
負
担

に
な
り
ま
す
）。

※
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
申
請
に
よ
り
65
歳
か
ら
老

人
医
療
受
給
者
の
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

病
院
に
か
か
る
際
は
、
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
と
健
康
手
帳
を
病
院
の

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
に
よ
り
病

院
が
負
担
割
合
を
確
認
し
ま
す
。

負
担
区
分
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

※
自
己
負
担
割
合
が

変
更
に
な
っ
た
人
に

は
、
新
し
い
割
合
の

受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
旧
受
給

者
証
は
速
や
か
に
町

民
課
保
険
年
金
係
ま

で
ご
返
還
い
た
だ
き
、

必
ず
新
し
い
受
給
者

証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
そ
の
際
、

病
院
へ
負
担
割
合
が

変
更
に
な
っ
た
旨
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

負
担
区
分
の
変
更
を

知
り
な
が
ら
故
意
に

旧
受
給
者
証
を
使
っ

て
受
診
し
た
場
合
、

不
正
行
為
と
し
て
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
代
は
、
診
療
費

や
薬
代
と
は
別
に
表
２
の
金
額
が

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

１
カ
月
に
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
自
己
負
担
額
が
表
３
の
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
金
額
が

後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
手
続

き
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

診
療
月
の
２
ヶ
月
ほ
ど
後
に
役
場

資
格
に
つ
い
て

か
ら
連
絡
を
し
ま
す
（
一
度
申
請

す
る
と
次
回
か
ら
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）

な
お
、
自
己
負
担
額
は
、
病
院
、

診
療
所
、
歯
科
な
ど
の
区
別
な
く

合
算
し
ま
す
が
、
入
院
時
の
食
事

代
、
そ
の
ほ
か
の
私
費
な
ど
に
つ

い
て
は
合
算
対
象
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

●
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
保
険

証
、
健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者

証
を
持
た
ず
に
病
院
に
か
か
っ

た
り
、
保
険
証
を
扱
っ
て
い
な

い
病
院
で
治
療
を
を
受
け
た
場

合
（
海
外
渡
航
中
の
治
療
な
ど
）

に
の
み
、
支
給
で
き
ま
す
。

※
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
医

療
内
容
明
細
書
、
領
収
書
、
印
鑑
、

郵
便
局
以
外
の
通
帳
を
持
参
し
窓

口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
コ
ル
セ
ッ
ト
、
ギ
ブ
ス
な
ど
の

補
装
具
代
、
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
場

合
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
が
必
要
で
す
。
医
師
の
診

断
書
ま
た
は
施
術
内
容
明
細
書
お

よ
び
医
師
の
同
意
書
、
領
収
書
、

印
鑑
、
郵
便
局
以
外
の
通
帳
を
持

住民税 
非課税 

現役並み所得 

一　般 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

２割負担 
同一世帯に一定の所得以上（住民税の課税 
所得が145万円以上の場合）の70歳以上の人、 
または老人保健の医療受給者がいる場合※ 

現役並みの所得者、低所得Ⅰ・Ⅱに該当しない人 

住民税非課税の世帯 

１割負担 
住民税非課税の世帯で老齢福祉年金受給者、 
または世帯員すべてが所得金額０円の人、ま 
たは年金収入が80万円以下の人 

※現役並みの所得がある人で同世帯に70歳以上の人（65歳以上で障害認定を受けてい 
る人を含む）が１人の場合は年収383万円未満、２人以上の場合は年収の合計が520万 
円未満である旨を申請すると、１割負担の受給者証と交換することができます。 

表１ 

低所得Ⅱ 

現役並み所得者 

低所得Ⅰ 

住民税 
非課税 

現役並み所得者および一般 

表２ 

１食260円 

１食210円 

１食160円 

１食100円 

※住民税非課税世帯（低所得Ⅰ、Ⅱ）の人は「入院時一部負担金限度額適用・ 
標準負担額減額認定証」の交付申請をし、認定証の交付を受けてください。 
この認定証を病院に提示することにより、食事代が減額されます。なお、 
認定証は毎年８月１日に更新手続が必要ですので、引き続き減額認定を希 
望する人は交付申請を必ずしてください。 

90日までの入院 

90日を超える入院 

負
担
割
合
は

入
院
時
の
食
事
代

高
額
医
療
の

支
給
に
つ
い
て

後
日
医
療
費
が

支
給
さ
れ
る
場
合
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参
し
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
高
額
な
治
療
を
長
期
間
継
続
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
血
友
病
、

血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
起
因
す

る
H
I
V
感
染
症
、
人
工
透
析

が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特
定

疾
病
に
該
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
に
該
当
す
る
人
は
、
役

場
に
申
請
し
て
「
老
人
保
健
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
交
付

を
受
け
、
受
療
証
を
病
院
に
提

示
す
れ
ば
、
毎
月
の
自
己
負
担

額
が
１
万
円
ま
で
と
な
り
ま

す
。

①
加
入
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
保
険
証
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
町
民
課
保
険
年

金
係
ま
で
お
届
け
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
病
院
へ
そ
の
旨
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

過
去
４
年
間
の
老
人
保
健
に
係

る
医
療
費
を
見
る
と
、
受
給
者
数

が
減
る
一
方
で
医
療
費
が
伸
び
て

い
ま
す
。

健
康
を
支
え
あ
い
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
老

人
保
健
制
度
を
理
解
し
、
同
じ
病

気
で
い
く
つ
も
の
病
院
に
か
か
る

の
は
控
え
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

＊
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
＊

①
食
塩
、
脂
肪
分
は
控
え
め
に
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
三

食
規
則
正
し
く
取
り
ま
し
ょ

う
。

②
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

(

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
全
身
を

使
い
、
心
肺
機
能
を
高
め
脂
肪

を
燃
焼
さ
せ
る
の
で
お
す
す

め
）

③
趣
味
や
余
暇
活
動
な
ど
で
ゆ
っ

た
り
と
休
養
し
、
規
則
正
し
く

 

患　者　負　担　限　度　額 
区　　分 

一定以上 
所得者 

一　般 

外来 
（個人ごとに計算） 

8,000円 

40,200円 

12,000円 

世帯単位で入院と外来が複数あった場合は合算 

72,300円＋（かかった医療費－361,500円）×１％、※〈40,200円〉 
 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

※過去１年間に４回以上高額医療費（療養費）の支給があった 
場合は、４回目以降は40,200円。 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

表３ 

※平成18年10月から限度額が引き上げられます。 

十
分
な
睡
眠
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

④
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

＊
病
院
の
か
か
り
方
＊

①
何
で
も
相
談
で
き
る
、
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

年度 
医療費 

（自己負担額を除く） 

年度末現在の 
受給者数 

１人あたりの 
月平均医療費 

14

15

16

1,675,641,523

1,727,377,564

1,780,913,069

3,328

3,198

3,080

41,958

45,012

48,185

過去４年間の老人保険医療費の推移 （円） 

17 1,811,159,451 2,922 51,953

 
広報めいわ　広報めいわ　2006年８月号年８月号 広報めいわ　2006年８月号  

②
薬
な
ど
を
む
や
み
に
要
求
せ

ず
、
適
切
な
診
断
を
受
け
、
処

方
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③
緊
急
時
を
退
い
て
、
休
日
、
深

夜
、
時
間
外
の
受
診
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
保
険
年
金

係
（

TEL
52-

７
１
１
４
・
フ
ァ
ク

ス
52-

７
１
３
７
）
へ
。

特
定
疾
病
と

認
め
ら
れ
た
場
合

老
人
保
健
受
給
者

の
皆
さ
ん
へ

お知らせします

日本脳炎ワクチンの接種について
昨年５月末に厚生労働省は、日本

脳炎のワクチン接種を緊急一時中止

としました。

より安全なワクチンが開発される

までの間、差し控えるべきと判断し

ましたが、新しいワクチンについて

は、今年度中はまだ見通しがたって

いない状況です。

以上のことから、同予防接種を差

し控えていますが、流行地アジア

（東アジア、東南アジア、南アジア）

へ渡航する人、蚊に刺されやすい環

境にある人、日本脳炎に感染する恐

れが高く、本人や保護者が特に希望

する場合は、効果および副反応につ

いて十分説明を行い、理解と明示の

同意を得た上で、現行の日本脳炎ワ

クチンの接種を受けることは差し支

えありません。

日本脳炎ワクチン接種を希望され

る人は、お問い合

わせください。

※詳しくは、福祉課

保健福祉センター内

担当窓口（TEL52-
7127）へ。

適
切
な
受
診
と

健
康
づ
く
り
を



【第１回見学会】

■とき ８月６日（日） 午前10時～午後３時

■ところ 下御糸

北処理場（農業

集落排水事業）

北藤原602 -５

（新下御糸漁港

の西側）

【第２回見学会】

■とき ８月20日

（日） 午前10

時～午後３時

■ところ 明和浄

化センター（公

共下水道）斎宮

字稲葉3932-1

（笹笛川沿い斎宮花菖蒲群落西側）

※詳しくは、上下水道課（TEL52-7120）へ。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

まれの人（今までに参加された

ことがない人）

●内容　ベビーマッサージや赤ち

ゃんの遊ばせ方、楽しむ育児に

ついてなど

●講師 チャイルドボディワーク

セラピスト　中村幸美さん（助

産師）

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時50分までに

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタ

オル１枚・お茶・果汁・ミルク

（必要な人）

●申し込み　定員15人になり次第

締め切り。９月11日（月）まで
に保健福祉センターへ

町では下水道事業啓発の一環として町下水道協議会と共に浄化センターの見学会（１日開放）を行います。下

水道の必要性を理解し、町民として将来の展望を考える中、生活改善の向上はもとより農業排水路、河川、大き

くは伊勢湾の水質保全などを理解してもらおうと計画しました。皆さん、見学に来てください。

夏休みの自由研究に下水道施設の見学はどうですか

終終
戦戦
当当
時時
、、
引引
揚揚
者者
のの
皆皆
ささ
んん
かか
らら

おお
預預
かか
りり
しし
たた

通通
貨貨
・・
証証
券券
なな
どど
をを
返返
還還
しし
てて
いい
まま
すす

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に

外
地
か
ら
引
き
上
げ
て
き
た
皆
さ

ん
が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨

や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
な
お
、
引
取
手

が
な
く
、
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま

す
。返

還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
本
人
以
外
家
族
の
人
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
あ

る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な

ど
の
内
容
】

●
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
、
海
運

局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

●
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
の
う
ち
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の

通
貨
＝
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日

本
軍
軍
票
な
ど

証
券
な
ど
＝
支
那
事
変
割
引
国

庫
債
券
、
大
東
亜
戦
争
割
引

国
庫
債
券
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

財
務
省
名
古
屋
税
関
監
視
部
許

可
通
関
部
門
（
〒
４
５
５
―
８
５

３
５
　
名
古
屋
市
港
区
入
船
二
丁

目
３
番
12
号
　

TEL
０
５
２
―
６

５
４
―
４
０
６
０
）
▽
財
務
省
名

古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署
（
〒

５
１
０
―
０
０
５
１
　
三
重
県
四

日
市
市
千
歳
町
５
―
１
　

TEL
０

５
９
―
３
５
３
―
６
４
２
１
）
▽

財
務
省
名
古
屋
税
関
　
四
日
市
税

関
支
署
津
出
張
所
（
〒
５
１
４
―

０
３
０
４
　
三
重
県
津
市
雲
出
本

郷
町
１
７
０
７
―
１
　
信
用
ビ
ル

３
階
　

TEL
０
５
９
―
２
３
４
―

４
１
６
１
）

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 5月26日 

 5月26日 

 5月26日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

8.2

5.9

7.0

1.2

1.5

1.4

9.0

33.0

21.0

7.1

7.0

6.7
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広報めいわ　広報めいわ　2006年８月号年８月号 広報めいわ　2006年８月号  

大
淀
海
岸
海
水
浴
場
の
浜
開
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
白
砂
青
松
の
大
淀
の
海
の
再
現
を
目
指
し
、

大
淀
の
漁
協
婦
人
部
の
人
々
や
大
淀
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
海
岸
清
掃
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

夏
の
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
蛍
が
あ
り
ま
す
。

先
日
、
下
御
糸
校
区
と
斎
宮
校
区
の
育
成
会
が

合
同
で
、
蛍
の
観
察
と
放
虫
会
を
「
い
つ
き
の
み

や
歴
史
体
験
館
」
で
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

梅
雨
模
様
で
あ
り
ま
し
た
が
、「
流
し
そ
う
め
ん
」

に
舌
鼓
を
打
つ
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
げ
な
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。

小
雨
も
い
つ
し
か
や
み
、星
空
と
な
り
ま
し
た
。

数
百
の
蛍
を
放
つ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に

捕
ま
え
よ
う
と
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
り
ま
し
た
。

育
成
会
の
人
々
や
教
育
委
員
会
が
、
か
ね
て
よ

り
「
国
史
跡
斎
宮
跡
」
を
「
蛍
の
飛
び
交
う
里
」

に
し
よ
う
と
蛍
の
幼
虫
を
育
て
て
い
ま
す
。

斎
宮
小
学
校
や
中
央
公
民
館
、
役
場
な
ど
で
幼

虫
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
薬
の
空
中
散
布
も
中
止
と
な
り
、
田
園
に
蛍

が
ふ
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

祓
川
の
流
域
に
も
蛍
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
の
少
年
の
頃
の
蛍
狩
の
記
憶
は
懐
か

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
来
年
の
夏
は
源
氏
ボ
タ

ル
や
平
家
ボ
タ
ル
の
飛
び
交
う
故
郷
に
し
た
い
と

意
欲
的
な
人
々
が
い
ま
す
。

来
年
の
梅
雨
の
頃
に
「
蛍
ま
つ
り
」
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

幻
想
的
な
光
芒
を
放
つ
蛍
の
幽
か
な
光
の
下
で

老
若
男
女
が
楽
し
い
夕
暮
れ
の
一
刻
を
持
つ
こ
と

を
夢
見
て
い
ま
す
。

心
の
寧
ら
ぎ
と
癒
し
の
最
適
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

た
ま
ゆ
ら
の
ひ
か
り
流
る
ゝ
蛍
か
な

眞
澄

町長サロン
蛍ほ
た
る

と
ぶ
里

木
戸
口
　
眞
澄

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ８月 2 3 日

（水）＝平成16年１月生まれ、
９月13日（水）＝平成16年２
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

● とき・対象児 ８ 月 ４ 日

（金）＝平成17年１月生まれ、

９月８日（金）＝平成17年２月
生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ８月 1 8 日

（金）＝平成15年１月生まれ、
９月15日（金）＝平成15年２
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 ８月 2 5 日

（金）＝乳幼児で月齢は不問
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分、午後１時30分～２時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する子の名前・

生年月日を前日までに保健福祉

センターへ

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象者 ９月 1 2 日

（火）＝平成18年４月～７月生

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ

緑緑
のの
募募
金金

ごご
協協
力力
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

「
緑
の
募
金
運
動
」
で
は
、
皆

さ
ん
の
ご
支
援
で
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
99
万
７
７
２
２
円
を
三

重
県
緑
化
推
進
協
会
に
送
金
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、

市
町
村
緑
化
事
業
・
緑
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
お
よ
び
森
林
の
整

備
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。当

町
で
は
、
平
成
10
年
度
か
ら

こ
の
募
金
の
交
付
事
業
な
ど
を
活

用
し
、
海
岸
や
斎
宮
跡
へ
の
植
樹
、

ま
た
、
各
自
治
会
へ
の
『
苗
木
配

布
事
業
』
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
緑
化
と

「
緑
あ
ふ
れ
る
め
い
わ
」
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
事
務
局
（
役
場
産
業

課
内
・

TEL
52-

７
１
１
８
）
へ
。
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

６月16日 
～７月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

47件 

13件 

16人 

0人 

34件 

367件 

87件 

101人 

5人 

280件 

－58件 

－11件 

－38人 

重傷者数 2人 10人 ＋3人 

＋2人 

－47件 

■町内の交通事故発生状況（平成18年７月15日現在） 

～「交通死亡事故多発非常事態宣言」発令中～ 

2（＋2） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 2（＋2） 

26（－8） 1（±0） 

21（－12） 

■町内の刑法犯認知件数（平成18年６月１日～30日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

中退共制度は、中小企業で働く従

業員のための外部積立型の国の退職

金制度です。適格年金制度は、平成

24年３月31日までの他の年金制度

などに移行するなどの対応が必要で

す。中退共制度へ移行する際、適格

年金資産の全額を移換することがで

きます。

【事業主のメリット】

●退職金の管理が簡単

●移行時に積立不足の解消は不要

●移行時と加入後の事務手数料は不

要

●掛け金は全額非課税

●加入後、掛け金（18,000円以下）

を増額した場合、増額分の１/３

を１年間助成

【従業員のメリット】

●退職一時金の制度なので60歳以下

でも退職金を受け取れる

●退職所得として、税法上の優遇

●転職した場合、前の企業での掛け

金納付実績を通算

※詳しくは、独立行政法人勤労者退

職金共済機構中小企業退職金共済事

業本部（中退共）（TEL㈹03-3436-
0151）へ。

自動車事故対策機構は、交通遺児

などになられた皆さんに育成資金の

貸付を行っています。

自動車事故が原因で保護者が死亡

または重度の後遺傷害がが残った人

の子どもで、０歳～中学生までの子

どもを対象に、無利子で貸し付ける

制度です。

※詳しくは、独立行政法人自動車事

故対策機構三重支所総務担当

（TEL059-350-5188）へ。

交通遺児育成資金の貸
付制度をご存じですか

中小企業退職金共済制
度をご存じですか

地上デジタルテレビ放送は、2003年12

月１日から関東、中京および近畿の一部に

おいて開始され、2006年末までには、全

ての都道府県庁所在地にて開始されること

となります。現行の地上アナログテレビ放

送は、地上デジタル放送への移行に伴い、

2011年７月24日までに終了します。

【地上デジタルテレビ放送を視聴するには】

①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える

②地上デジタルチューナーを買い足す

③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで視聴するなど各方

法があります。

※詳しくは、

■受信相談に関すること 総務省地上デジタルテレビジョン放送受

信相談センター（TEL0570-07-0101）

■視聴エリア （社）地上デジタル放送推進協会（ホームページ
http://www.d-pa.org)

■ケーブルテレビ 松阪ケーブルテレビ（TEL0120-37-8990）

地上デジタルテレビ放送地上デジタルテレビ放送
への完全移行のお知らせへの完全移行のお知らせ
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大淀ふれあいキャンプ場で明和町

観光協会が夕暮れコンサートを開催

します。そろってご参加ください。

■とき ８月19日（土） 午後６時

～９時

■ところ 大淀ふれあいキャンプ場

（雨天の場合＝大淀小学校体育館）

■内容 バンド演奏（①Cow-Cow

Hot Clouds・②サンデー・ギャ

ングス）

■参加費　無料

■そのほか　出店各種

※詳しくは、明和町観光協会

（TEL52-0055）へ。

ES細胞とは、簡単にいうと身体の

あらゆる組織に分割する細胞です。

再生医療として現在もっとも注目

されています。ES細胞というまだ聞

き慣れない言葉ですが、私たちの生

活をも変えていくこの細胞の研究を

分かりやすくポスターで展示してい

ます。

■とき ８月１日（火）～31日（木）
（開館時間内）

■ところ ふるさと会館１階フロアー

※詳しくは、同館（TEL52-7131）へ。

忘れてはならない原子爆弾がもた

らした戦争の悲劇。戦争が残した原

爆の悲惨なつめ跡を、写真パネルで

展示します。

■とき ８月３日（ 木 ）～17日
（木） 午前９時～午後５時

■ところ ふるさと会館２階展示コ

ーナー

※詳しくは、総務課（TEL52-7111）
へ。

大淀夏まつり実行委員会では、次

のとおりサマーカーニバル in 大淀を

開催します。もちまきや浴衣での写

真撮影会など楽しいイベントをたく

さん用意していますので、お誘い合

わせてご参加ください。

■とき ８月13日（日） 午後７時

～10時（雨天順延）

■ところ 大淀小学校グラウンド

※詳しくは、同実行委員会　辻さん

（TEL55-6600）へ。

三重県警察本部では一人でも多く

の人を家族の元にお帰しするために

鑑識課で常設の相談所を開設してい

ます。家出をして自殺の恐れがあっ

た人や何年も消息のない人など、そ

の安否を気遣っている家族や身内の

人の要望に応じ、警察業務で取り扱

った身元不明死者について資料を確

認していただくなどの相談に応じて

います。また、常設相談所が遠隔地

で来庁できない人のために、下記の

とおり臨時の「行方不明者を捜す相

談所」を開設しますので、ご相談に

お越しください。

【臨時相談所】

■とき・ところ 松阪警察署内（松

阪市中央町366-1）＝９月14日

（木） 午前10時～午後４時

【常設相談所】

■ところ　三重県警察本部刑事部鑑

識課（庁舎４階）（津市栄町１丁

目100番地）

※詳しくは、同刑事部鑑識課

（TEL059-222-0110㈹　内線4641）へ。

犯罪や非行の防止と罪を犯した人

たちの更正について、地域社会の理

解を得るために矯正展を開催しま

す。

■とき ９月30日（土） 午前９時

30分～午後４時

■ところ 三重刑務所（津市修成町

16-１）

■参加費 無料

■内容 関係資料の展示や刑務所作

業製品を展示・即売やバザー、ア

トラクションなど

※詳しくは、三重刑務所企画部門

（作業）（TEL059-226-9144）へ。

三重刑務所が矯正展を
開催

「行方不明者を捜す
相談所」の開設

サマーカーニバル in
大淀を開催

ふるさと会館で「原爆
と人間展」を開催

ふるさと会館で「ES細
胞」ポスター展

ふれあいキャンプ場で
夕暮れコンサートを開催

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・２期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・５期

●介護保険料・５期

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,104人　 

11,148人　 

11,956人　 

7,412世帯 

7月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

16人 

14人 

46人 

41人 

6月中の異動 
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ８月27日（日） 午後２時～＝絵本

「めっきらもっきら　どおんどん」、紙芝居「なし

とり　きょうだい」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
７日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

7日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
21日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●一日フリー体験
～夏休みの作品づくりをしましょう～
■内容・とき・参加費 合貝づ

あ わ せ が い

くり（400円）＝８

月12日（土）uコースターづくり～機織り体験・

身長120以上の人～（300円）＝８月13日（日）
u絵巻物づくり（700円）＝８月19日（土）u王

朝人の人形づくり（800円）＝８月19日（土）
■実施時間 午前10時～正午・午後１時～４時30分

■定員 随時受付（希望者多数の場合は先着順）

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。

障害者生活支援センターで、相談員が無料相談。

■とき ８月24日（木）・28日（月） 午前９時

～正午・午後１時～４時（電話予約不要）

発
行
日
／
平
成
1
8
年
８
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

T
EL 0596 －

52－
7114　

FA
X
 0596－

52－
7133

８
月
号
 
2
0
0
6
 

N
o
.4
6
5

【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

G
S
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
来
た
。
ブ
ル
ー
コ

メ
ッ
ツ
や
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か

が
演
奏
し
た
。
演
奏
者
も
参
加
者
も
50
歳
以
上
の
人

た
ち
ば
か
り
。
両
者
と
も
「
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
ん
だ
」

「
元
気
な
ん
だ
」
と
必
死
で
叫
ん
で
い
る
。
懐
か
し

い
曲
を
最
近
よ
く
耳
に
す
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
お
や

じ
バ
ン
ド
が
は
や
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
年
は
あ

の
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
て
、
40
年
目
に
な
る
。

私
が
生
ま
れ
た
の
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
解
散
し
た

年
。
そ
れ
で
も
な
ぜ
か
中
学
生
の
こ
ろ
、
小
遣
い
を

た
め
て
少
し
ず
つ
レ
コ
ー
ド
を
買
い
集
め
て
い
た
。

自
分
の
体
験
し
て
い
な
い
時
代
の
音
楽
だ
け
ど
、
良

い
も
の
は
世
代
を
超
え
て
伝
わ
る
も
の
。
最
近
の
音

楽
を
聴
い
て
も
昔
の
歌
の
焼
き
直
し
に
聴
こ
え
る
。

若
い
人
に
は
新
鮮
な
ん
だ
ろ
う
な
。
世
の
中
、
何
が

流
行
る
か
分
か
ら
な
い
。

■最大震度別地震回数（平成18年６月11日～７月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

80 29 13 5 1 0 0 0 0 128

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

私たちは、根倉の周辺を美しくしようと、６

年前に喜多　光さんの呼びかけで集まった有志

の会です。現在のメンバーは23人。毎月１回、

根倉地内の祓川の堤防や旧堤の草刈をしたり、

旧堤に植樹した桜を守る活動をしています。夏

場は草刈をしても直ぐに雑草が伸びるので作業

は大変ですが、汗をかいた後の“一杯”が楽し

みで、みんな集まっています。

現在は祓川環境美化推進協議会の一員として

も、祓川を守る活動に協力しています。

祓川は郷土の誇る美しい川です。町の財産と

して次の世代に残していきたいとがんばってい

ます。

洛洛（らくらく）会

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0520
※お気軽に、まずはお電話してください。

今月の障害者無料相談・福祉センター


